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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、歴史的に、ほとんどの社会で女性たちが担ってきたケア実践、すな
わち、育児や家事、介護や看護の経験から、女性の身体性がいかに社会的に構築されてきたかを分析し、身体を
めぐる脆弱性の社会的意味や女性たちの意思決定のあり方に新しい光を当てた。
　本研究を通じて発表された論文・著書は、これまで社会的に過小評価されるか、社会的弱者へと押しつけられ
がちなケア実践を再評価するために、思想的、歴史的、そして実践現場のなかで、ケア実践の意味を新たに問い
返した。

研究成果の概要（英文）：This research succeeded in shedding new lights on the social meanings of 
vulnerability of female body and a specific way of decision making of women. Care works, such as 
childcare, house keeping, elderly care and nursing which women historically were forced to practice 
in most societies partly constructed women's bodies. 
Academic papers and books published during the project tried to revalue the care practices which had
 been devalued or has been enforced on the socially weak. They reexamined the meaning of care 
practices theoretically, historically and under the context of care works, especially nursing.   

研究分野：政治思想史
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１．研究開始当初の背景 
 
研究代表者は、戦時性暴力の被害者として沈
黙を強いられてきた女性たちが、国際社会に
向かって声を上げ、翻って男性中心主義的な
国際社会・国際法・正義のシステムに抵抗し
始めることを支援する運動に携わってきた。
女性が受ける暴力は、性暴力という形で発揮
されることが多く、とりわけその被害が膨大
で悲惨なものになればなるほど、抵抗や告発
が難しいことを目の当たりにしてきた。たと
えば日本軍性奴隷制度であった「慰安所」制
度は、被植民地女性を多く徴用し、歴史的に
も文化的にも「か弱い女性たち」が被害にあ
ったと語られてきたし、事実、そうした社会
的弱者である女性たちが被害にあったのだ
った。 
 女性たちが女性であるからこそ受ける暴
力被害に対しては、したがって、その回復に
必要な時間とケアの質、また、恥をかかずに
被害について語れる女性フレンドリーな場
の重要性が論じられてきた。暴力からの回復
については、多くの議論がなされている一方
で、女性たちが暴力にいかに抵抗するのか、
非暴力な平和を唱えればそれは、無抵抗主義
なのか、といった困難な問いについては、い
まだほとんど議論されていないが現状であ
る。しかし、ドメスティック・バイオレンス
やセクシュアル・ハラスメント、そして強姦
事件、戦時性暴力の問題がいまだ解決される
どころか深刻化しているとさえいえる現在
において、今後女性たちがいかに身体的にエ
ンパワメントされるべきなのかといった実
践の問題と、女性の身体を「鍛える」ための
理論的根拠を見出すことは、フェミニズム理
論にとって急務の課題であった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、身体フェミニズム physical 
feminism という新しい概念構築をめざすこ
とである。女性たちは社会生活を送る上で、
その身体をめぐっては、見られる身体、消費
される身体、商品化される身体、犯される身
体など、受動的存在として貶められてきた。
他方で、社会的な抑圧に対する抵抗として、
自らの身体性を積極的に肯定することはむ
しろ、女性性の強調や既存のジェンダー規範、
ヘテロ・セクシズムの再生産にも陥りやすく、
女性たち身体へのエンパワーはいかにして
可能かという問題は、いまだ解かれていない。
伝統的な心身二元論に理論的には批判を向
けつつも、これまで深く論じられてこなかっ
た、具体的な女性の抵抗の在り方と身体の関
係性を探りつつ、女性の「強い身体」の可能
性を見いだすことが本研究の目的であった。 
 
３．研究の方法 
女性と暴力をめぐる従来の論争を概観し、
様々な立場のフェミニストたちの議論にお

いても、女性が「力」から疎外されてきた歴
史を明らかにする。他方、対象としての身体
ではなく、身体を生きる活動として、身体を
鍛えてきた女子プロレスラーや、介護士や保
育士といった身体性を伴う職場に就く女性
たちの身体能力、身体の鍛練を積んできた女
性たちについて実態調査をする。 
 
４．研究成果 
 
本研究の成果は、歴史的に、ほとんどの社会
で女性たちが担ってきたケア実践、すなわち、
育児や家事、介護や看護の経験から、女性の
身体性がいかに社会的に構築されてきたか
を分析し、身体をめぐる脆弱性の社会的意味
や女性たちの意思決定のあり方に新しい光
を当てた。 
 本研究を通じて発表された論文・著書は、
これまで社会的に過小評価されるか、社会的
弱者へと押しつけられがちなケア実践を再
評価するために、思想的、歴史的、そして実
践現場のなかで、ケア実践の意味を新たに問
い返した。 
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